
12月の産地情報        
白菊

黄・赤菊

オリエンタル

スカシ・鉄砲

季節もの
・ストック、スナップ：出荷スタートは遅れたものの、12月は各産地順調出荷。暑さにより下位等級が増える見込み。
・松：長い物が多くなりそう。　・千両実付き：今年は昨年に比べ良さそう。　・年末商材：枝物、加工品ともに順調。
・塗もの：塗料の価格高騰により、出荷を控える生産者増。

輪菊

小菊

愛知、静岡、栃木中心。昨年に比べ作付けは若干減少。今後の天候にもよるが、今のところは前進傾向。

主な産地は愛知、静岡等。現在の所、各地生育が前進傾向となっている。
下旬頃に上位等級２Ｌクラスの不足感が見込まれる。

沖縄、静岡中心。作付け量の減少と11月の気温などの影響もあり、下旬頃に不足感が見込まれる。

静岡、沖縄中心。年末向けで下旬に入荷のピークが見込まれるが、白菊同様生育は前進傾向。
上位等級の不足感あり。

ＳＰマム

各産地潤沢な入荷の見込み。栃木、静岡、愛知中心。バラ

千葉、長崎、静岡中心。生産者減の為、入荷量は昨年より減る。今後の天候にもよるが、少し前進気味の生育。カーネーション

各地例年並みの定植数だが、やや前進傾向にある。天気次第で数量が増減。かすみ草

関東と九州は大きく前進により、年末は例年より少ない入荷量の見込み。

洋ラン類

リシアンサス
埼玉、高知、千葉、新潟の平場ハウス物が中心。生育状況は今後の天候により大きく変動する。
白：色は6：4で、カサブランカは少ない。

ユリ
・テッポウユリ：埼玉、高知中心で、数量は例年並み。
・スカシLAユリ：埼玉中心で例年並みの数量となり、生育状況は今後の天候によって大きく変動する。

・オンシジューム、デンファレ：国産、輸入共に入荷減。　・カトレア：入荷量が横ばい。
・シンビ：輸入から国産に切り替わり、若干生育が遅れている。　・ファレノ：輸入中心。


